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演 題

細胞膜リン脂質のホスファチジルセリン（PS）は細胞膜の内側に存在

しており、細胞死や血液凝固の時には細胞表面に露出されシグナル分
子として機能する。しかしPS露出の分子機構は全く不明であった。
本講演においては、我々が同定したPSを表面に露出するタンパク質
（TMEM16F, Xkr8）に関して、同定のプロセスを中心にお話いたします。
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